「多様性が能力に勝る定理」(The Diversity Trumps Ability Theorem): 政治への援用とその意義 by 坂井 亮太
（107）
「多様性が能力に勝る定理」








ドルセの陪審定理」（Ladha, 1992; List and Goodin, 2001; Goodin and 
Spiekermann, 2012）や数値の予測にかかわる「集計の奇跡」（Caplan, 2007; 
Converse, 1990, p. 383; Page and Shapiro, 1992）について言及されること
が多かった。今日では、認知的多様性のメカニズムをめぐる議論が盛んである




（Landemore, 2013; Page, 2007; Sunstein, 2006; Surowiecki, 2004）。
　本稿は、認知的多様性がもつ認識的機能の一端を説明する「多様性が能力に












and Page, 2015, p.6）。例えば、堤防の建設が周辺海域の水質に与える影響の
程度についての問いは予測課題にあたる。予測場面における認知的多様性の機
能は、「多様性予測定理」（diversity prediction theorem）によって説明さ


































































4 ペイジによる2007年のDTAの定式化(Page, 2007, pp.159-62）には不十分さが
あるため、本稿ではホンとペイジによる2004年のDTAのモデル記述を利用する


































可能なこと（Hong and Page, 2001, p.124）、（３）目的の共有（Hong and 








2007, 2012; Sunstein, 2002）。DTAを擁護するランデモアは、この点を指摘す
る批判者（Brennan, 2014; Kelly, 2014; Somin, 2014）に対し、時間の経過と














and Page, 2001, p.127）。すなわち、評価基準についてのコンセンサスの存在
が仮定されている（Landemore and Page, 2015, p.234）。ペイジとランデモ
アは、「提案された解の正しい順序を明らかにできる機械、人物、内的直感」
の存在を暗に仮定しており、提案を比較すれば最適な解が「神託」（oracle）


































































10  エストランドは、多数派が誤る可能性も認めている（Estlund, 2008, p. 168）。し
かし、民主的手続が導く解の正しさの蓋然性が高いことから、民主的決定を正当
化する議論を行う。
11  これまで、専門家を定義もしくは特定する試みが複数なされてきた（Goldman, 
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